２０１１.３「殺人コーラス」♪　紹介ブログ

猛暑のあとの、待ちに待った秋には、推理小説でも読んでみませんか！！
長い長い猛暑がすぎ、忘れずに秋はやってきました。こんな待ちに待った秋には、推理小説でも読んで見ませんか？

　暗闇のなかを二人の教師と、二十人の女子高生と、一人のアメリカ兵が歩いていた。これが、修学旅行なのか？　ではじまる、島さち子の「殺人コーラス」はいかがでしょう！！

　これは、戦後、学制がかわり、６．３．３制の始めての新制高校第一期生として卒業していった女子高校生の、おかしくも、かなしい戦後史です。

　なにが起きても、なんの不思議もなかった、歴史からも記憶からも、封印されてしまった、ちょっと滑稽で、真面目くさった、美しく聡明な少女たちの青春物語です。

　面白い！！　いとおしい！　また、逢いたい！　何度でも読みたくなる、そんな余韻を楽しんで下さい！！


　　　　　　　　　　　　　　２０１０．１０．４　　　　ｐｍ　１　　　エンマ　
　タイトル)　オオ、ヨーカン．ウォーター！！
――――ロバートは大げさな叫びを上げ、ためらいもせずに、おしる粉を一気に飲み干した。女生徒のやんやの喝采。
　笙子は渚に肩をすくめてみせた。

　予約してある旅館の玄関土間で、生徒たちは待たされていた。引率の教師がそそくさと、主人を追って帳場に入っていき、交渉を始めてから一時間以上が無為に過ぎていった。
　不安な呟きが生徒達の間に広がった頃、森丸が出てきて前に立った。

「はなはだ、残念だが、こちらの旅館でご不幸があり、我々の宿泊を勘弁願いたいとのことだ。大分粘ったが、駄目だった。致し方ない。受け入れてくれそうな旅館に電話していて時間をとった。今度の宿泊先はここから猪苗代湖に沿って、大分歩かなければならないが、一本道だから、道に迷うことはない。諦めて移動しよう。分かったな！」

　皆は意外なことの成り行きに、呆れて声も出せないでいた。
　東北の、十月の夕暮れは駆け足でやってきて、外に出た頃には、もう闇が立ちこめていたのだ。

　右手の波の音が高くなった、また湖畔に接近したのだろう。月も星もない闇夜だった――――

　これが彼女たちの、修学旅行だったのです。
　「殺人コーラス」は流浪の民のメロデーに乗って、震えながら、拡がっていきました。

　　　　　　　　　

　２０１０．１０．０４　　１３．０１　　エンマ
ダーディ．ジャパニーズ！　ダーディ．ジャパニーズ！！
ロバート．スミスの宙に浮いた腕と、一縷の望みを抱いた女生徒の顔の列を後に残して、トラックは無情に走り去り、辺りは再び暗闇に戻った―――――

　暗闇の中を、二人の教師と、二十人の女子高生と、一人のアメリカ兵が歩いていたのです。これが修学旅行でした。

　「殺人コーラス」のなかには、びっくりするような、戦後史がひっそりと息づいています。今日は、そこに焦点をあててみましょう。

　―――――「先生が弱すぎるのよ。いくらアメリカ兵だからって、何処までもついてくるのを、断ってくれたらいいのに‥‥。国語に、日本史、揃いもそろって英語が苦手なんだから。怖気ついているのよ」

　百合子の声が近づいていた。
「でも、ロバート、びっくりするほど日本語が解かっているじゃない」笙子は小さい声でいった。

「終戦から三年もたっているのに、まだ、たった一人のアメリカ兵に言いたいことも言えないんだから、情けないね。私たち、先生方の戦後の豹変振りを見てきているじゃない、今のありさまも、しっかりと眼を開けて見ておこうよ！」―――――

　百合子の言葉です。
　ロバート．スミスの現れたのは、東山温泉で一泊し、会津若松から郡山経由、仙台行きの列車に乗り込んでほっとした時でした。

　占領軍の専用車の通過で、待ち時間が長くなっていました。二三人のアメリカ軍人を乗せた、がら空きの列車が、乗車口まで鈴なりの日本人を乗せた列車の脇を通りすぎていきました。戦争に負けるということは、こんなことです。

　「ワタシ、ロバート．スミス、デス。ミンナ、ビューティフル．ガールネ！」
若いアメリカ兵は大袈裟な身振りで、お世辞をいっていました。
　いままで、外国人と接したことのない物見高い女子高校生の紅潮した顔のなかで、眼が生き生きと光っていました。

　みんな、国際的美人にでもなった気分でいたのです。
「下駄、日本のシューズどう思いますか？」
「六、三、三制について、どう思われますか？」

　彼を取り巻くグループでは、日本語の質問が飛び交っていました。
「オオ、ジャパニーズ．シューズ。アレ、足サムイデス。指グッバイスルノ、ノー、イイマス」

　ロバートが笑わせていました。

　行く手に灯火が見え、上下に振られています。笙子が辿りついたとき、ロバート．スミスが胸で十字を切って玄関から入るところでした。

「彼、敬虔なクリスチャンね。悪者ではなさそうだわ」
小泉美恵はその様子を見て、ほっとしたように、腰を落しました。生徒たちはこれで安心し、ロバート．スミスに対する警戒心を解いていったのです。

　女学校入学時、二百人いた同学年は、五年で大部分卒業し、六年後、新制高校第一期生として生き残っているのは、わずかに二十人になっていました。

　終戦後、進駐してきたアメリカ軍に校舎を接収され、泣きながら机や椅子を運び出した日のこと。あの頃みた進駐軍は首の太いピンク色の顔を二メートル近くまで持ち上げ、ロバートとは人種が違っていたようなきがします。

　六ヶ月後、接収解除になって帰った校舎の床は、白くそそげたち、学校中が消毒臭に満ち満ちていました。教室のガラス窓には、裸のグラマアな女性像が幾つとなく貼りついていて、いくら擦っても擦ってもとれなかったのです。

　「ねえ、ロバートの部屋は向こうの一番奥よ。いま、覗いてきたんだから」
野々村陽子が注進に及びます。
「グンナイ．サーって、わたしに挨拶してくれたわ」

「嘘！　女性に向かって？」平華子が首を傾げます。疎開してきた彼女は英語が得意でした。
「嘘じゃない、ほんとだってば！　彼、お風呂に入ったみたい！」

「これは、間違いなく、ロバート．スミスの垢だあ！」
　湯の表面に消しゴムみたいな白い垢が浮き上がっていました。
　みんなの眼は呆然とそれを見ていました。

「あちらでは、浴槽の中で垢を落とすらしいわ。石鹸も使うみたい」
　華子が薀蓄をかたむけます。

　こんな風に戦後の情けない時代が、この物語の背景として、書き込まれています。戦後の妊娠中絶ブーム？　哲学ブームの到来。忘れられてしまった、混乱が見えてきます。

お国のために死んで下さい、と手紙に書いたことで、何時までも罪の意識に悩む少女などなど。時には埋もれてしまった、庶民の戦後史を、そっと、覗いてみませんか？
　
　　　　　　　２０１０．１１．１８　　　　Ａｍ　　８．３０　　エンマ

　　
